
【重大な消防法令違反の例】

消防法では、建物の構造、面積、用途、収容人員、開口部の状況などによって消防用設備等の設置基準が

定められているため、増改築や接続、用途変更などが原因で重大な消防法令違反になることがあります。

それって

消防法違反
になっていませんか？

事例１
既存倉庫に、木造の倉庫を増築

準耐火構造

７００㎡
木造

５０㎡増築

準耐火構造の緩和要件が適用されず屋内消火栓設備の設置が必要となった事例

屋内消火栓設備

未設置
準耐火構造

７００㎡

事例２

工場

３００㎡

工場

２００㎡

渡り廊下や屋根で建物を接続

２棟の延べ面積が合算され、自動火災報知設備の設置が必要となった事例

渡り廊下で接続
自動火災報知設備

未設置

事例３

事務所150㎡

事務所150㎡

事務所150㎡

事務所150㎡

事務所150㎡

飲食店150㎡

建物の用途が変更され、自動火災報知設備の設置が必要となった事例

事務所から飲食店に用途変更

１階に飲食店が入店

複合用途

４５０㎡

自動火災報知設備

未設置

【お問い合わせ先】

糸島市消防本部予防課

TEL 092-332-8026

mail yobo@city.itoshima.lg.jp

まずは、

消防本部予防課に

相談してください！！


